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１．目的

生物多様性や国土保全など、森林の多面的機能に対する国民のニーズは大変高い。それに

対する国際的な回答が「持続可能な森林経営」であり、持続可能性は「基準・指標」により

科学的に測定されるとされている。森林総研ではこれまで基準・指標の計測に関する研究を

行ってきたが、今後は、実際の森林計画・管理への基準・指標の適用が必要で、そのための

手法開発が必要である。そこで、本課題では生物多様性や森林健全性の評価モデル、林業生

産の指標などを総合的に評価する手法を開発し、この手法を用いた森林計画・管理手法を開

発し、実際の森林計画に役立てることを目的とする。

２．当年度研究成果の概要

茨城森林管理署（旧）八溝森林計画区国有林でモニタリングしたデータを元に、生物多様性の解

析を行った。生息域のサイズは、特定の生物に意味のある資源の構成（ランドモザイク）に依存し、

スケールは生物ごとに異なると考えられることから、対象地域の生物種について、代表的な種ごと

に生息域のスケールを整理した。また、生物多様性ベースマップとして、対象地域の約半分につい

て、土地被覆図を2003年撮影の空中写真を判読して作成し、GISデータとして格納した。森林の生

物的・非生物的被害の発生要因を解明するため、スギアカネトラカミキリ被害及び風害と環境要因

に関する情報・資料の収集を行った。また、国有林の事業統計書及び地域森林計画書から、森林計

画区レベルの統計値とモントリオールプロセスの指標との関係を分析し、基準・指標値の過去のト

レンドを求めた。社会・経済的な指標に関する基準６は、多くを政府統計に依存しているので、統

計審議会答申や「経済財政諮問会議」など最近の動向を調べ、大改変がなされた農林水産統計及び

林野統計の動向を分析した。
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４．評価委員の氏名（所属）

松村直人（三重大学生物資源科学部教授）

５．評価結果の概要

生物多様性、健全性評価、計画・管理の各分野ともほぼ順調に進展している。モントリオール・プ

ロセスの進行を参考にしながら、森林計画区レベルでの基準・指標を実際の森林計画に適用可能に

していって欲しい。将来の普及面を意識して進めて欲しい。また、海外への情報発信、EUやITTO
のグループへの研究・技術面からの貢献も本プロジェクトには期待される。

６．評価において改善を指摘された事項への対応

指摘された方向性は、本プロジェクト研究の計画時の方向性と変わりないが、今後は、その方向

性をより強化し、普及面を意識した方向で研究を進めていく。また、海外への情報発信や他のグル

ープへの貢献は、モントリオールプロセス関連委員会への出席、海外研修生への研修をつうじて行

う。


